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２２
【
第
３
報
】
新
入
教
職
員
を
む
か
え
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
開
催
中
（
横
浜
市
立
大
学
、
島
根
大
学
、
高
知
大
学
）

３３

論
壇
「
海
女
文
化
の
継
承
と
は
何
か

　
　
　
　
　

―
―
海
と
地
域
社
会
と
の
関
係
か
ら
考
え
る
」

　
　
　

三
重
大
学
海
女
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼

文
乃

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
室
蘭
工
業
大
学

　

「
続
・
ど
う
す
る
組
合
」（
一
回
目
掲
載
２３
年
１２
月
）

・
信
州
大
学

　

「
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

～
組
合
員
の
立
場
に
立
っ
て
」

　

全
大
教
高
専
協
議
会
は
、

６
月
14
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

総
会
を
開
催
し
、
14
単
組
か

ら
幹
事
会
を
含
め
23
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
高
専
協
議
会
岡
本

議
長
と
全
大
教
永
井
書
記
長

か
ら
、
高
専
関
係
の
重
要
政

策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
旨
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
良

い
高
専
と
労
働
条
件
を
実
現

す
る
た
め
の
方
向
性
を
共
有

し
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

総
会
の
前
半
で
は
、
高
専

協
議
会
総
会
の
議
案
お
よ
び

全
大
教
定
期
大
会
の
高
専
関

連
議
案
に
関
す
る
審
議
が
行

わ
れ
、
事
務
技
術
職
員
に
お

い
て
は
賃
上
げ
が
さ
れ
る
も
、

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
低
下

し
た
こ
と
、
教
員
に
お
い
て

は
、
大
学
教
員
と
比
較
し
平

均
年
齢
は
同
程
度
で
年
収
が

約
１
０
０
万
円
低
い
こ
と
、

高
校
教
諭
と
比
較
し
年
収
は

同
程
度
だ
が
平
均
年
齢
は
高

専
教
員
が
約
５
歳
高
い
こ
と

か
ら
、
教
職
員
と
も
に
安
く

使
わ
れ
て
い
る
統
計
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
過
去

２
年
の
賃
上
げ
は
運
営
費
交

付
金
の
約
５
％
に
達
し
、
与

え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
教
職
員
の
賃
上
げ
と
運

営
費
交
付
金
の
増
額
を
重
点

目
標
と
す
る
議
案
内
容
が
幹
事

会
か
ら
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結

果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
高

専
機
構
と
の
団
体
交
渉
、
全
大

教
中
執
の
国
会
議
員
へ
の
要
請

活
動
や
文
科
省
会
見
に
関
し
て
、

幹
事
会
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
各
高
専
間
で
の

諸
問
題
に
関
し
て
、
状
況
報
告

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
専
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
現
状
で
、
特

に
教
員
採
用
に
つ
い
て
は
各
高

専
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
機
会
に
恵
ま
れ
採
用
で
き

た
と
し
て
も
、
短
期
で
の
離
職

も
増
加
す
る
傾
向
が
伺
い
知
れ

　

６
月
13
、
14
両
日
、
第
36
回
中
四

教
研
が
愛
媛
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
テ
ー
マ
は
「
社
会
情
勢

お
よ
び
大
学
政
策
と
職
員
組
合
の
役

割
」
で
す
。
参
加
者
は
８
単
組
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
１
単
組
、合
計
34
人（
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
８
人
）、他
に
退
職
教

職
員
、
組
合
未
加
入
者
が
あ
り
、
ま

た
単
組
の
報
告
７
本
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
は
愛
媛
大
学
職
員
組
合

の
和
田
執
行
委
員
長
が
歓
迎
を
述
べ

ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
主
題
「
国

立
大
学
・
高
専
の
危
機
の
本
質
と
教

職
員
組
合
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
光

本
滋
氏
（
北
海
道
大
学
教
授
、
全
大

教
副
委
員
長
）
が
講
演
し
、
参
加
者

と
交
流
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
国

立
大
学
法
人
の
20
年
に
つ
い
て
解
説

し
た
う
え
で
、
近
年
の
政
府
・
文
科

省
の
大
学
政
策
に
つ
い
て
、
特
に
大

学
の
統
制
の
仕
組
み
と
大
学
に
お
け

る
問
題
点
を
解
説
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
政
府
・
文
科
省
の
政
策
お
よ
び

大
学
の
抱
え
る
問
題
を
克
服
す
る
た

め
の
示
唆
と
し
て
、
子
ど
も
の
権
利

条
約
を
ふ
ま
え
た
学
習
権
の
保
障
を

実
現
す
る
大
学
政
策
、
大
学
改
革
を

提
起
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
職
員
組

合
の
役
割
に
つ
い
て
、よ
り
良
い
大
学

を
つ
く
る
た
め
に
教
職
員
の
権
利
を

守
る
こ
と
、
地
域
に
お
け
る
大
学
の

役
割
、
組
合
に
と
っ
て
の
教
育
研
究

活
動
の
意
義
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

単
組
か
ら
の
報
告
で
は
次
の
主
題

の
報
告
を
受
け
交
流
し
ま
し
た
。
愛

媛
大
学
「
国
立
大
学
法
人
等
と
軍
事

研
究
」、
鳥
取
大
学
「
授
業
上
限
の
導

入
と
職
組
の
活
動
」、
山
口
大
学
「
人

勧
２
年
間
凍
結
と
大
学
の
動
き
」、島

根
大
学
「
人
勧
お
よ
び
勤
務
環
境
改

善
の
交
渉
」、
高
知
大
学
「
人
勧
お
よ

び
大
学
施
設
の
改
革
の
問
題
」「
人
勧

と
雇
用
形
態
の
格
差
」。各
単
組
が
も

つ
問
題
お
よ
び
組
合
が
教
職
員
の
指

示
を
得
て
、
大
学
の
施
策
の
改
善
な

ど
を
実
現
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

経
験
を
交
流
し
、
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

懇
親
会
は
会
場
付
近
で
野
外
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
単
組
の
お
土
産

や
松
山
の
産
品
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
次
会
は
市
内
の
和
食
店
で
開
催

し
、
愛
媛
の
名
産
の
鯛
の
塩
釜
焼
き

に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
道

後
温
泉
や
歴
史
文
化
施
設
の
訪
問
も

あ
り
、
北
海
道
や
中
四
国
か
ら
の
参

加
者
は
楽
し
く
交
流
し
、
再
会
を
誓

い
ま
し
た
。（
愛
媛
大
学
職
員
組
合

　
　
　
執
行
委
員
長　

和
田
寿
博
）

’

ま
し
た
。
要
因
は
様
々
で
あ
る

と
推
察
し
ま
す
が
、
や
は
り
業

務
量
に
見
合
っ
た
処
遇
が
な
さ

れ
て
い
な
い
面
は
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

年
々
削
減
さ
れ
る
運
営
費
交
付

金
を
、独
法
化
当
初
の
２
０
０
４

年
度
水
準
へ
戻
す
こ
と
を
第
一

目
標
に
掲
げ
、運
動
し
て
い
く
事

を
各
単
組
と
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勤
怠
管
理
に
関
す
る

情
報
共
有
も
行
わ
れ
、
各
校
に

お
い
て
旧
来
の
紙
出
勤
簿
へ
の

押
印
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
勤
怠
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
高

専
、
エ
ク
セ
ル
等
に
よ
り
管
理

す
る
高
専
様
々
混
在
し
て
い
る

現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
同

一
法
人
で
管
理
方
法
も
バ
ラ
バ

ラ
、
超
過
勤
務
支
給
対
象
業
務

も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
と
い
う
惨

状
で
、
教
職
員
の
健
康
を
守
る

意
識
を
今
一
度
機
構
本
部
に
訴

え
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

高
専
協
議
会
は
こ
れ
ま
で
同

様
、
機
構
本
部
へ
組
合
員
の
声

を
し
っ
か
り
届
け
る
と
と
も
に
、

全
大
教
中
執
と
連
携
し
、
文
科

省
、
財
務
省
へ
の
要
請
や
国
会

議
員
要
請
等
の
際
に
高
専
独
自

の
環
境
改
善
へ
向
け
た
、
教
職

員
へ
の
適
正
な
賃
金
支
給
や
運

営
費
交
付
金
の
拡
充
を
強
く
訴

え
続
け
ま
す
。

（
高
専
協
議
会
幹
事

　
　
　
　
　
　
　

  

小
林
一
誠
）


